
　
　

厚
生
連
の
提
案
す
る

　
　

病
院
の
姿

　

基
本
方
針
で
は
、「
地
域
医
療
崩

壊
の
危
機
に
あ
る
中
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
医
療
機
関
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
す
」
と
と
も
に
、
行
政

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
「
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
総
合
的
一
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
に
よ
っ
て

「
阿
賀
野
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
」

す
る
と
し
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
性
期
の
二
次
医
療
を
中
心
に
、

回
復
期
か
ら
慢
性
期
及
び
在
宅
医
療

等
を
一
体
化
し
た
病
院
と
し
て
の
機

能
充
実
に
取
り
組
む
。

　

当
面
は
、
現
在
の
診
療
体
制
の
維

持
に
努
め
な
が
ら
、
順
次
医
師
の
充

足
を
は
か
り
、
診
療
機
能
の
向
上
を

は
か
る
。

　

可
能
な
限
り
早
期
の
救
急
告
示
病

院
の
指
定
復
活
を
目
指
し
、
救
急
患

者
の
受
入
率
向
上
に
努
め
る
。

　　

こ
の
ほ
か
、
現
在
の
入
院
・
外
来

患
者
、
透
析
患
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
、
引
き
続
き
現
状
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
関
連
部

門
間
の
連
携
強
化
、
人
事
交
流
に
よ

る
職
員
意
識
の
変
革
、
病
院
組
織
の

活
性
化
と
経
営
改
善
、
新
病
院
建
設

の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
の
提
案
も
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

公
設
民
営
化
に
関
す
る

　
　

主
な
運
営
条
件

　

市
と
厚
生
連
は
、
指
定
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
向
け
て
、

費
用
負
担
や
職
員
処
遇
等
に
つ
い
て

次
の
条
件
と
す
る
よ
う
協
議
を
行

い
、
合
意
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
は
、
公
設
民
営
化
後

に
整
備
す
る
施
設
、
医
療
機
器
等
の

減
価
償
却
費
の
２
分
の
１
相
当
額
を

市
に
支
払
う
。

　

市
は
、
救
急
医
療
等
の
実
施
に
か

か
る
費
用
と
し
て
政
策
的
医
療
等
交

付
金
を
指
定
管
理
者
に
交
付
す
る
。

　

原
則
と
し
て
市
が
負
担
す
る
。
市
、

指
定
管
理
者
、
第
三
者
か
ら
な
る
協

議
会
を
設
置
し
、
協
議
す
る
。

　

早
期
の
新
病
院
の
建
設
（
平
成
26

年
度
開
院
目
標
）
を
目
指
し
て
、
指

定
管
理
者
は
経
営
改
善
に
努
め
、
市

は
条
件
を
整
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

指
定
管
理
者
は
、
希
望
者
に
つ
い

て
計
画
要
員
数
の
範
囲
内
で
の
再
雇

用
に
配
慮
す
る
。
再
雇
用
と
な
ら
な

い
職
員
は
市
が
対
応
す
る
。

　
　

民
営
化
の
時
期
は

　
　

７
月
１
日
（
予
定
）

　

公
設
民
営
化
の
実
施
時
期
は
、
７

月
1
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
議
会
の
審
議
に
よ
り

指
定
管
理
者
の
指
定
議
決
を
受
け
た

後
、
指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
法
令
等
に
基
づ
く
届
け

出
や
変
更
手
続
き
を
行
い
な
が
ら
、

あ
わ
せ
て
民
営
化
後
の
具
体
的
な
体

制
な
ど
に
つ
い
て
、
外
来
、
入
院
患

者
へ
の
説
明
を
行
い
、
市
民
説
明
会

や
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指定申請書が提出されました

　3月 12 日、これまで水原郷病院の指定管

理者制度の導入（公設民営化）に向け協議

を行ってきた新潟県厚生農業協同組合連合

会（厚生連）から、指定管理者の指定申請

書が提出されました。

　厚生連からは、水原郷病院の指定管理者

として、「市民の健康増進を通じて地域社会

に貢献したい」との考え方が示されており、

市としても指定管理者と力を合わせ、市民

の求める医療体制を構築していきたいと考

えています。

水原郷病院
公設民営化

施
設
使
用
料

政
策
的
医
療
交
付
金

赤
字
の
場
合
の
対
応

新
病
院
の
建
設

職
員
の
雇
用

天野市長に申請書を手
渡す堀内厚生連理事長

１

２

３■
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
政
策
課

　

病
院
改
革
推
進
室

　

☎
61
‐
２
４
８
３
（
直
通
）

 　

 kika
ku
@
city.a

g
a
no.

niig
a
ta
.jp

　平成 20 年 2月に本田前市長、同年

8月には私と帆苅前市議会議長とで、

新潟県厚生農業協同組合連合会（厚

生連）に対し、「水原郷病院の公設民

営化による経営委託」の提案を行い、

早いもので 2年が経過しました。こ

の間、厚生連とは公設民営化に係る

運営条件等の協議を進めてまいりま

したが、ようやく合意に至りました。

　水原郷病院は、平成 18 年に医師が

大量退職して以降、救急医療をはじ

め診療機能が大幅に縮小し、市民の

皆さまに十分な医療サービスが提供

できない状況が続いています。また、

郷病院は慢性的な赤字経営が続いて

おり、平成 17 年度からは一般会計

から病院事業会計に毎年 2億円から

3億円程度の赤字補てんをしており、

平成 20 年度末の累計で 10 億 5 千万

円もの多額の財政支出となり、地域

医療を守るという行政の責務を果た

すために必要な措置として財政支援

を行ってまいりました。

　地域医療の要として、今後とも水

原郷病院を存続させていかなければ

なりませんが、市の財政状況を考え

た場合、このまま公設公営で病院を

運営していくことには限界がありま

す。現状では、公設民営化の道しか

ないと考えております。水原郷病院

が厚生連の持つ経営ノウハウや豊富

な医療資源を活用でき、救急医療を

はじめとする診療機能の充実と経営

の改善が図られるものと信じており

ます。

市長メッセージ

公設民営化に
期待すること

医
療
事
業

診
療
体
制

救
急
医
療

阿
賀
野
市
特
別
職
報
酬
等

　
　

審
議
会
の
結
果
に
つ
い
て

　

２
月
９
日
、
市
内
の
公
共
的
団
体
等
と

住
民
の
代
表
者
9
人
か
ら
な
る
「
阿
賀
野

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
に
対
し
て
、

平
成
22
年
度
の
議
員
報
酬
額
、
議
員
政
務

調
査
費
お
よ
び
市
長
等
特
別
職
給
料
に
つ

い
て
、
市
長
よ
り
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
議
員
報
酬
の
月
額
は
、

議
長
が
35
万
４
、５
０
０
円
（
６
、５
０
０

円
増
）、
副
議
長
が
28
万
９
、
０
０
０
円

（
１
万
４
、
０
０
０
円
増
）、
市
議
は
月
額

26
万
６
、０
０
０
円
（
２
万
１
、０
０
０
円

増
）
と
の
答
申
が
あ
り
、
市
長
の
諮
問
に

対
し
て
い
ず
れ
も
半
分
増
額
の
内
容
で
し

た
。
増
額
の
理
由
は
、
議
員
報
酬
が
県

内
の
市
で
２
番
目
に
低
額
で
、
平
成
20
年

度
の
定
数
削
減
の
際
に
も
据
え
置
い
た
こ

と
、
若
年
層
も
市
会
議
員
に
出
馬
で
き
る

条
件
を
整
え
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

議
員
政
務
調
査
費
お
よ
び
市
長
等
特
別

職
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
据
え
置
き
の
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
こ
れ
ら
の
答
申
内
容
を
踏
ま

え
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
増
額
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

※ 

据
え
置
き
と
し
た
市
長
等
特
別
職
の
給

料
は
、
平
成
22
年
度
も
市
長
15
％
、
副

市
長
9
％
、
教
育
長
6
％
の
削
減
を
継

続
実
施
し
ま
す
。
市
役
所
職
員
の
給
料

も
3
％
の
削
減
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
62
‐
２
５
１
０

　

3
月
12
日
〜
14
日
、
新
潟
ふ
る
さ
と
村
で

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
新
潟
２
０
１
０
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
館
で
は
県
内
産
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
切
花
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
島
倉

正
光
さ
ん
（
小
島
）
の
「
ピ
ン
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

が
、見
事
、農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、圓
山
キ
ソ
子
さ
ん（
京
ヶ
島
第
一
）の「
ス

ペ
シ
ャ
ル
レ
ッ
ド
ビ
ッ
ド
」
は
㈶
日
本
花
普
及

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
農
林
水
産
大
臣
賞

　

髙
橋
璞
さ
ん
（
村
岡
）
は
、
平
成
20
年

6
月
に
退
任
す
る
ま
で
の
13
年
間
、
阿
賀

野
市
（
旧
笹
神
村
）
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
と
し
て
在
職
し
、
選
挙
の
管
理
執
行

お
よ
び
啓
発
活
動
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
2
月
18
日
付
け
で
、
新
潟
県
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
選
挙
事
務
に
表
彰
状

島倉正光さん
（小島）

髙橋 璞
まこと

さん
（村岡）

平成 22年 4月号 1213 平成 22年 4月号


